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第14図

5万分の1地形図｢津

山東部｣より大篠の

崩壊地点曲りくねっ

た実線は北側の准片

岩と南側の備北層群の

境界をなす衝上断層を

示す1

第15図

5万分の1地形図｢津

山東部｣｢佐用｣より

海抜300m付近の平坦

面の発達に注意日指

の集落はこの平坦面

上にある.

写真⑱

目指のがけくずれの一都真下の家な倒潰した手前は仮設住宅

写真⑳総社市素地区この崩壊は46年9月に発生したものでその両側

に今回の豪雨による亀裂や流土が多数あるが写真にはよくうつ

つていたい.
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筥崎県えびの市真幸･竿葦写

こ州繊はかつての一｢えびの･舎松蝉で有紘

加入瞭="デラの北醐こ位置している･7月､岬4

僻!0分ごみにそれまでとくに7月4目～6宮の累計

426㎜mという豪雨によって真幸駅北々の山の中腹で

地すべり性期壌が発生し土石流によっ下住家28棟･非

住家29棟が押し流され25世帯68名が被災しうち死者

第1図王:25,O00地形図｢吉松｣よリ土石流の分布

太い実線はシラスの分布上限である海抜300mを示す.�
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第2図真幸地区京町における時間雨最分布
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･行方不明合わせて4名を出した.さらに固辞線路

や付近の田畑が埋没した.

この付近は新第三紀の安山岩類を主とする地盤カミ温

泉変質を受けて粘土化するとともにその上に厚い崖鋒

堆積物が部分的に発達ししかも上が雨水を集積しやす

いような地形になっていたところに集中豪雨カミあって

一気に崩壊が発生し土石が山津波とたって押し寄せた

ものであろう.

えびの地区といえぼただちにシラスが連想されま

た一部にはシラス地帯の崩壊であるような記事も見ら

れたがシラスの分布範囲は海抜300m以下の場所であ

って今回の土石流の発生源はシラスの存在とは無関

第3図

1150,000地形図｢佐世保｣

より

上本山今回の地すべり地

第三紀層から汰る山麓緩斜面

状の台地末端の地すべりであ

る.

係である.真幸駅周辺には小規模の山くずれカミ散在

し堂山地区では同じよう荏亀裂も見られるので今後

も警戒が必要であろう.

熊本県人吉市西大塚地区

胸川の上流左岸側にある地すべりで県道が約1.5m

陥没した.胸川上流一帯にはこのような浅い表層す

べりのほか山くずれが多数発生している.

長崎県深江町梶木地区

島原半島にある雲仙岳の1つである野岳(1,147m)お

よび岩床山(697m)の東方急斜面の真下海抜280m付近

のところに梶木の集落がある.崩壊は山体を構成

している角閃安山岩とその砂層物中に発生し7月6目

14時40分ごろ標高650m付近のところから大陥落を起こ

し土石流とたって瞬時にして住家2棟が全壊し2棟

が半壊した.

写真①

真幸

大河平川上流

離1灘

譲藩､�
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長崎県佐世保市上本山地区･柚木地区

長崎県北部の北松浦半島一帯には耕地関係だけをみ

ても今回の豪雨によって12カ所の地すべりが発生した･

この地域一帯は北松型地すべり地帯として知られて

おり昭和28年の雨が多かった年には地域全体に地す

べりが発生しまた上本山についてみても昭和42年7

月の豪雨の後に局所的に滑動した所カミある･今回は

上本山地区と柚木地区を観察したがいずれも第三系に

属する砂岩･泥岩互層からなる地盤のうえに背後の玄

武岩類等に由来する厚い二次堆積物が緩斜面をたして

のっておりこれが慢性的な地すべりを起こしているも

のが今回の豪雨で再び滑動したものと思われる.

(筆者は応用地質部)
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第4図1.50,000地形図｢伊万里｣より柚木地点

茶回の被災地海抜250m前嘆の山麓緩斜面上の

台地にはげ厚い崖錐堆積物がのっており慢性的

な地すべり活動をつづている.
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黒田和男

今回の技術調査団が現地視察を行なった範囲について

地質的に山くずれ･地すべりなどの地変とそれによ

る災害をふりかえってみるとまず次のように大きく

区分ナることができる.

(1)長崎県佐世保北部および滴谷湾沿岸の地すべり

第三紀層のうえにのっている崖錐堆

積物が豪雨によって一斉に動いた

ものとみられる.

の崖鋒堆積物が豪雨によって移動したとみられ

る.この極端に大規模なものはえびの市真幸

地区の例で山頂付近でこれが発生したために大

きな土石流に転化したものである.

(4)渓間の堆積物が豪雨によって再移動したもの

再移動のきっかけとして谷頭部の小崩壊が存在

する場合もあるし小崩壊がまったく認められな

いものもある.天草や丹沢の場合はこれが集

中発生して大き汝災害をもたらした.

(5)花筒岩質岩石の山くずれこの共通点として山を

きざむ谷の谷頭から崩壊が発生レている.風化

帯構造や山頂付近の崖鋒堆積物(おそらく前輪廻

の堆積物である)の存在は側侵食谷の下刻や

(2)いわゆる隆起準平原を深く下刻する

谷の谷壁に沿う地すべり.岡山県

大平地区の例のように准片岩～結

晶片岩から在る地帯で谷壁斜面上

の表土(崖錐堆積物および現地成の

風化生成物いいかえれば残積性表

土)が豪雨によって移動したとみら

れる.

(3)その他の崖錐堆積物島根県青原駅

裏や山口県入屋地区のように山麓

写真①大谷でみられた扇状地堆積物q断面露出したところで2つのサイクルがある･�


